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資料１ 

2014 年 12 月 5 日 

2014 年度 国産材市況変動分析調査集計結果（木材流通検討会） 

 
今回調査の主旨 

 

2013 年後半、暮れからの価格の上昇、 ﾋﾉｷが顕著であったがｽｷﾞについても同様の動きが 

あった。たびたび 暴騰 暴落を 繰り返す 国産材原木の動向を分析できないかとの目的から 

JAPIC ﾒﾝﾊﾞｰの力を借り、森林再生事業化委員会各社でﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟした事業体に調査票をおくり

主として高騰時 と 平常時、 高騰年と前年の比較などをすることにより 高騰の傾向分析を 

試みた。 

 

ｱﾝｹｰﾄ回答状況 

依頼数 回答数
素材生産業者 57 11 19%

原木市場 51 18 35%

製材業者 97 38 39%

合板工場 14 10 71%

合計 219 77 35%  

 

添付資料 

資料 2－1：ここ約 4 年間の原木市況、 製材品市況、 5 年間の為替（ﾄﾞﾙ、ﾕｰﾛ）の推移、最近の

住宅着工状況、合板用素材の状況を ｸﾞﾗﾌにまとめた。   

資料 2－2：調査票回答内容集計  

資料 2－3：国有林での 販売内容について まとめた。（参考） 

   

 

市況の概要 

 

国産材の最近の暴騰暴落は 2 度起こっている 

 

◎ 一回目 高騰は 2011 年初までの 国産材ﾌﾞｰﾑによる高値。 国産材他 各種の支援制度 

等により 一度 価格は 震災直後夏場にかけ下がるが 再び上昇し 秋口まで高値を維持し 

た。  
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2011 年の 後半 これは森林林業再生成ﾌﾟﾗﾝの切り捨て間伐に対する補助金廃止による低質

材の異常出材による出荷増等で 合板用の実価格も含めて下落。この時期は為替も70円台が 

2011 年 7 月から一年以上（途中で 80 円台に戻しているが） 続いており 国産材が欧州材に

対して不利な状況にあった時期でもある。 

 

この高騰暴落鹿児島大学 遠藤日雄教授の分析 「丸太価格の暴落はなぜ起こるか？」の分

析による大きな下落は  

  外的要因   為替＝円高 

  内的要因   大型工場の台頭   復興需要をにらんだ合板の投機的な売買 

         切り捨て間伐から収入間伐への制度的移行に伴う、生産調整機能不全 

素材生産業者の企業化 新規素材生産業者の参入 

         山林所有者の後継者不在による処分が素材供給過剰招く  

         等を挙げられている。 

◎ 二回目は 2013 年後半の暴騰とその反動による下落。  

  こちらについては 以下にて 調査分析結果を検討。 

 

今回は期近なところでの聞き取りと言うことで この二回目の 2013 年途中からの暴騰と 

2014 年になってからの下落に焦点を当て分析してみたいと考えた。 

 

調査の方法  

◯調査主体： 

素材生産業者、原木市場、製材工場、合板工場、国有林 

（全国各地の様々な規模の事業体を選んだ。） 

◯調査対象： 

2013 年 11，12 月から 1 月を市況の暴騰時期と判断し、この 2 か月と、平常時として直前の 7

月を比較、 さらにその一年前の同時期の在庫や生産消費量、仕入れ先等。 

◯調査形式： 

素材生産業者、原木市場、製材工場、合板工場のｶﾃｺﾞﾘｰ毎に調査票を作成し、2014 年 5 月

に発送し回答をいただいた。（アンケート形式） 

 

大まかな 調査対象各事業部門におけるｱﾝｹｰﾄからの 概要 

 

A.国有林  

国有林の取引形態には立木販売と 製品（原木）販売である委託販売とｼｽﾃﾑ販売とがあ 

る。 

落札、契約時期の数字と思われる立木販売の数字は 7 月と比較して 11/12 月の平均は 
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2012 年が 87%、2013 年は 58%と恐らく年度初めから準備をして落札の時期が 7 月初めと 

言うことか？ → 市況の動向と 契約時期とは関係が薄いと言うこと。 

一方 製品販売（委託販売とｼｽﾃﾑ販売）は 11/12 月が 7 月の 3 倍近い数字になっている。

これも 仕組み上の特徴であるのかもしれないが 特にｼｽﾃﾑ販売は 2013 年の価格高騰時

の出材増が目立っている。（北海道、九州等） 国有林に 対応力があるということか？  

 

局別では これまでも言われているが九州局の他 中部局が ｼｽﾃﾑ販売に力を入れている 

ように見える。   

  

B. 製材工場  

各地とも 大手の製材工場の回収率が悪く あまり参考になるデータになっていないのが現 

状であるが 2012 年/2013 年の数字の比較では入荷、使用量とも 若干 (10%+α) 増えてい 

る傾向にあるものの 在庫は 11/12 月にかけて大幅に減少している。  

入荷量は 2013 年 11/12 月は 7 月よりは 21%増えているが使用量は若干減っている。（こ 

れらは 2012 年も同じ傾向）  

一方在庫は 7 月時点に比べると 2012 年はほぼ同じなのに 2013 年は 20%近く減っている 

ことがわかる。  

在庫は 2012/2013 年比 及び 11,12 月/7 月比 ともに減っており 年末から年初にかけて 

製材工場では 在庫素材の減少で不安な時期を迎えていたことがわかる。    

 

C. 合板工場  

2013 年では入荷量よりも使用量の方が全般的に多く その分在庫は総量で大きく減少して 

いる。 特に在庫が冬場減る傾向は 2012 年に比べて 2013 年は顕著になっている。  

   使用量は 2013 年は 2012 年比 10%+α増えており 全体に稼働率を上げる傾向にあった 

ものの 2013 年 12 月は 逆に使用量が下がっており 年末の稼働日数以上に 在庫不足に 

より 生産量を上げれなかったのではないか 推察される。  

在庫は 冬場の 11/12 月の原木高騰期には 2012/2013 年比 及び 11,12 月/7 月比ともに 

減っていることがわかる。  

 

今回 調査票を 送付した 4 業種の中で 合板が 一番 顕著な傾向を示している。 

 

D. 素材生産業者 

一番 回答数が少なかった、回答率も低い。また顕著な傾向は出ていない。2012 年も 

2013 年も 7 月比 11/12 月は増えている、特に 2013 年が特別ということはなく 出材の傾向 

として 秋→冬が 多いということ。 ただし この傾向が強いのは 国有林。 

聞き取りでも それ程 数量を調整していないということであったので 素材生産部分では 
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極端な 生産量を増やす傾向にはない、増やせる状況になかったと言えるのかもしれない。  

 

Ｅ. 原木市場  

   11/12 月にかけて 出品量が増える傾向にあるのは 2012 年/2013 年とも同じ。 前年比で 

はそれ程顕著な傾向はみられない。 総量では 2013 年は 2012 年比 増えておらず 原木 

市場として ｱﾝｹｰﾄを取った範囲では 高騰時に 変化があったとは言えない結果である。 

ただ 中国、四国地方では 2013 年は 2012 年比量的に落ちており また 2013 年 11/12 月 

は 出品量落札量とも 7 月に比べて数量が落ちている。 この時期の生産量の関係している 

か？ 2012 年は この傾向は出ていない。  

  

分析結果 

 

◎ 暴騰の原因 

 

ｱﾝｹｰﾄから分かったこと  

-1) 素材生産業者、 原木市場には 特にこの時期大きな変化がみられるような状況ではなか 

った。 前年比 大きく 生産が増えたという数字にはなっていない。 素材生産業者と中 

心に 年末にかけて増える傾向はみられる。 2013 年に 素材生産業者で 11/12 月にか 

けて 生産量が増えているが この大部分は 国有林の部分であった。 従って 民有林に 

関しては 2013 年の高騰時に 特別な傾向があったとは 言いにくいところ。 

 

-2) 国有林の数字もあり 製材所関連では入荷量も増やし 生産量の増加の傾向も見られる 

ため 在庫の数字は明らかに減少している。 

    また 個別の質問に対して 素材価格の高騰の原因は？ の質問に対しては需要増 と 

の回答がほとんどであった。 

 

-3) 合板関連では製材所と同様な動きがみられ 特に 在庫の減少が顕著であった。 

 

-4） 国有林の 特にｼｽﾃﾑ販売において 2013 年の暴騰時には生産販売量が通常時期より 

  も大きく増えている。 

 

等が 確認されている。 

 

ｱﾝｹｰﾄからは期待したほどの極端な傾向は 見られなかったためその他の資料からも類推して 

みた。  

環境的には消費税前の駆け込み 需要に対する期待、必要性からの原木確保の必要性を感じ
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て手当てに走る傾向が強まった。  

住宅着工数字が 絶対数、相対数でも確実に増えており またこの時期から木材ﾎﾟｲﾝﾄの制度 

の整備が出来上がっており時期的には国産材への要求が高まった時期であったことを考慮す 

ると国産材住宅資材への要求が大きかったことは明らかである。 

ｱﾝｹｰﾄのｺﾒﾝﾄでも 製材工場からはほとんどの回答が 需要増を価格高騰の原因に挙げて 

いる。  

 

国有林はｼｽﾃﾑ販売を中心に 11/12 月にﾄﾞﾗｲﾌﾞをかけて 生産量を増やしてきているのがわ 

かるが 民有林はｱﾝｹｰﾄの結果を見る限りでは数量的な伸びが出ていない、これはまだまだ 

民有林が市況や製品市況による需要の増大に 対応しきれていないと言うことを物語っている

のではないか？   

 

これは 製材品の市況価格面からを見ても言える事で ﾋﾉｷ、ｽｷﾞの製材品の品不足が一時的 

に顕著だったことは 原木の不足が 製材所の 増産の足かせになっていた と言うこと。価格 

的にはこの時期ﾌﾟﾚｰﾔｰが増えて 実需以上に素材の取り合いが起こり手当てできない状況か 

ら仮需的に市況が高騰したと思われる。  

 

国有林の増産、販売量の増加はあったものの 民有林からの出材がそれ程大きく増えていな

かった（10%ほど増加したとの情報はあるが） あるいは十分ではなかった ことを考えると ﾏｰｹ

ットへの供給不足が 考えられる。 需要増による 要望に対して 素材の供給力が対応できな

かったことが最大の原因であると推察される。  

 

特に合板用途 （国産材供給のうち 15-20%を占める）では この冒頭時に 急激に在庫量を減

らしており使用量の増加が前年比 114%それ程顕著でなかったことを考慮すると 在庫量がか

なり危機的な状態であったことが推測される。  

 

各工場、会社では ｸﾞﾗﾌのような 価格として公表した単価がある一方で ｽﾎﾟｯﾄ的に ﾛｯﾄ単位 

で価格を出すｹｰｽがあるようであるが この時期には必要に駆られてかなり高い価格が出てい

たようである。  

   

◎ その後の 市況動向  

 

製材市況は幾分高値圏にはあるものの 2013 年末から 2014 年初の高騰以降は沈静化ここにあ 

る数字以上に弱い印象にある。 特に ﾋﾉｷは高騰以前の価格に下がっていると現場ｻｲﾄﾞの印 

象である。 
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これに合わせ 製材所の原木手当の意欲は冷え込んでおり ﾋﾉｷは特にﾌﾟﾚｰﾔｰが少ないこと 

もあり （例えば 四国、九州、関東などは市況に影響を与えるｸﾗｽの製材所は 1-2 社） 動き 

が見えてこない状況が続いている。 

 

一方 ｽｷﾞの方は合板工場が原材料不足の懸念から 表向き 一方的に価格を下げるわけ 

にはいかず さらに 2 年前の暴落時にはなかった 輸出、ﾊﾞｲｵﾏｽ用途に突き上げられて手配 

価格は下がらない。 製材用原木も夏場の雨の影響もあり 春先に下がったものの復活してい 

る。 

また 新たなﾌﾟﾚｰﾔｰが出てきている 四国、 輸出、ﾊﾞｲｵﾏｽが出てきて下値が厳しい九州など  

地区によって 動きが違ってきている傾向にある。     

  

このように ﾋﾉｷは 再び 2011 年からの暴落と同じような 傾向で 下がっているが ｽｷﾞに関

しては 下支えされているような 傾向があり 2011 年のような 暴落は 防がれている。 その

原因は それまで 独占的に B 材中心に 価格決定力を持っていた 合板用途が 輸出やﾊﾞｲ

ｵﾏｽ燃料市場により 下から ﾌﾟﾚｯｼｬｰを受けており 常に 在庫不足の不安から A 材市場へ

も踏み出していかねばならない状況も時たま おこっており 製材用原木も 一定ﾚﾍﾞﾙ以上に

下げれない（素材が大量に原木に流れる）傾向にあるためと思われる。   

各地で ﾋﾉｷとｽｷﾞの 価格の逆転現象が起きていると 聞かれるようになってきた。  

 

 

（参考） 

関東製材の杉の 動き 

  2013 年 

7 月  価格上昇の兆しが見えてきた しかしまだ 10000 円を切る市場もある。 

8 月 7 月から盆前で 1000 円 盆明け後に 1000 円上げ。10,000 円が 12,000 円になって 

きている。原木足りない。雨は大したことないのだが一時的に落ち込んでいるのか？ 

9 月 何もかも足りない、原木ない。製材用足りないｽｷﾞもﾋﾉｷも。出材が少ない、天候が 

原因。 一部国有林 今後天候回復しており落ち着いてくるか？ 

  10 月 どこも物がない状況。 出てきていない、搬出間伐から切り捨て間伐に補助金が出 

だしたから切り替えているという噂でている。ここのところの台風の影響もあるにはある。 

製材用ｽｷﾞ栃木の市場では 15000 円が出ているとのこと、14000 円ははるかに 

超えている。  

11 月 すごい状況、九州と違って 11 月に入っても上がっている。ｽｷﾞの柱 16000 円これは 

市場でしか買えない人の値段。ここになったら出材はある、出てくる。しかし買いがそれ以 

上に強い。あるﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの計算では 4-10 月で例年の 10%程度余分に出ている。 

12 月 11 月と状況はあまり変わっていない、ｽｷﾞは高値で落ち着いてきた 市場は 4m 11 月 
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  比変わらない、15000-16000 円。 

ﾋﾉｷは量少ないが上がっている。3m 25000-26000 円 4m 30000-32000 円。 

 

2014 年 

1 月 ｽｷﾞ A 材は下がりだしたが BC 特にｽｷﾞが足りない。ﾋﾉｷ工場に入らないくらい出て 

きている、よそへもって行ってくれ。 A 材については様変わり。 

 

2 月 2 回目の雪で関東近辺は大変な状況 材が出てこない。まだﾏｰｹｯﾄへの影響は不明だ 

が．．．。 

 

4 月 ｽｷﾞ 3m 先月 12000 円まで下がっていたが 13000-14000 円近づいている。理由よくわ 

からないが協和木材木材が集成材を作るために自分の山を２ｍに伐って一般材用の原木 

を市場で買っている。 

 

5 月 天気は順調出材も 順調。ﾋﾉｷはダメである 15000-16000 円までさがている。 

     ｽｷﾞは 3m 物を中心にやや上がり気味 15000 円に戻している。製材品は下がってるが 

丸太はない状況。  

 

   6 月 製材用ﾋﾉｷが下がりどうしようもない状況。3m 15000 円 4m で 17000-18000 円ｽｷﾞが

3m 強くて 15000-16000 円、 4ｍで 14000 円。 ｽｷﾞはずっとこの状態が続いており 寒

切り以降在庫できていない反動が何時まで経っても改善しない状況。必要量を買うので

精一杯。直送の単価は 13500 円で安定している。 

 

 

japic101
タイプライターテキスト



◯素材市況 資料2-1

◯製品市況 住友林業　山林部　調べ

農林水産省　木材価格統計調査より

◯為替動向

OANDA　Japan　ＨＰ　より　

◯住宅着工（木造住宅着工）動向

◯合板用　国産材素材動向 国土交通省　建築着工統計調査報告より

農林水産省　木材統計調査より
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資料2-2
2014年度　　国産材市況変動分析調査集計結果（木材流通検討会）

素材生産量（素材生産業者別）

業者 地域 項目

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

A 北海道 数量（m3） 4,414 7,036 4,079 4,135 7,370 6,590 2,797 3,843 2,181 2,896 2,836 1,434 7,211 10,879 6,260 7,031 10,206 8,024
前年同月比 (94%) (105%) (162%) (104%) (74%) (66%) (98%) (94%) (128%)

B 北海道 数量（m3） 1,260 1,670 1,870 1,140 1,855 2,060 330 450 500 150 250 300 1,590 2,120 2,370 1,290 2,105 2,360
前年同月比 90% 111% 110% (45%) (56%) (60%) (81%) (99%) (100%)

C 東北 数量（m3） 403 466 450 445 500 473 403 466 450 445 500 473
前年同月比 (110%) (107%) (105%) (110%) (107%) (105%)

D 東北 数量（m3） 550 600 600 600 650 600 550 600 600 600 650 600
前年同月比 (109%) (108%) (100%) (109%) (108%) (100%)

E 中部 数量（m3） 215 662 1,088 948 1,126 637 215 662 1,088 948 1,126 637
前年同月比 (441%) (170%) (59%) (441%) (170%) (59%)

F 近畿 数量（m3） 1,200 1,100 450 780 740 630 1,200 1,100 450 780 740 630
前年同月比 (65%) (67%) (140%) (65%) (67%) (140%)

G 近畿 数量（m3） 1,600 930 930 0 970 970 850 1,600 930 930 850 970 970
前年同月比 (0%) (104%) (104%) (53%) (104%) (104%)

H 中国 数量（m3） 4,039 2,729 3,003 3,267 3,166 2,374 4,039 2,729 3,003 3,267 3,166 2,374
前年同月比 (81%) (116%) (79%) (81%) (116%) (79%)

I 中国 数量（m3） 192 838 167 486 1,042 485 192 838 167 486 1,042 485
　 前年同月比 (253%) (124%) (290%) (253%) (124%) (290%)

J 中国 数量（m3） 650 650 650 750 650 650 650 650 650 750 650 650
前年同月比 (115%) (100%) (100%) (115%) (100%) (100%)

K 四国 数量（m3） 1,139 767 808 599 973 606 1,139 767 808 599 973 606
前年同月比 (53%) (127%) (75%) (53%) (127%) (75%)

L 南九州 数量（m3） 850 1,100 960 750 1,080 440 850 1,100 960 750 1,080 440
前年同月比 (88%) (98%) (46%) (88%) (98%) (46%)

数量（m3） 10,028 12,765 10,335 8,172 14,024 11,903 9,611 10,076 7,401 9,624 9,184 6,346 19,639 22,841 17,736 17,796 23,208 18,249
前年同月比 (81%) (110%) (115%) (100%) (91%) (86%) (91%) (102%) (103%)

原木市場取扱量

地域 項目

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

東北計 数量（m3） 5,545 5,313 6,392 3,436 3,967 5,170 4,655 3,372 4,886 2,894 3,264 4,377
2社 前年同月比 (62%) (75%) (81%) (62%) (97%) (90%)

関東計 数量（m3） 9,727 10,119 10,467 9,703 9,149 9,639 8,148 7,848 8,677 7,732 7,865 8,172
3社 前年同月比 (100%) (90%) (92%) (95%) (100%) (94%)

東海北陸計 数量（m3） 9,221 14,465 12,978 9,702 12,964 14,845 8,602 13,885 12,546 9,440 12,543 14,379
3社 前年同月比 (105%) (90%) (114%) (110%) (90%) (115%)

近畿計 数量（m3） 7,896 11,485 8,866 7,572 9,815 7,619 6,182 10,913 8,596 7,362 9,648 7,466
3社 前年同月比 (96%) (85%) (86%) (119%) (88%) (87%)

中国計 数量（m3） 4,142 5,343 5,032 5,042 3,418 4,213 4,142 5,343 5,032 5,042 3,418 4,213
1社 前年同月比 (122%) (64%) (84%) (122%) (64%) (84%)

四国計 数量（m3） 2,757 5,922 4,640 4,847 4,960 3,032 2,757 5,922 4,640 4,847 4,960 3,032
2社 前年同月比 (176%) (84%) (65%) (176%) (84%) (65%)

九州計 数量（m3） 19,443 29,442 23,377 19,722 27,159 26,765 19,443 29,442 23,377 19,722 27,159 26,765
2社 前年同月比 (101%) (92%) (114%) (101%) (92%) (114%)

数量（m3） 58,731 82,089 71,752 60,024 71,432 71,283 53,929 76,725 67,754 57,039 68,857 68,404
前年同月比 (102%) (87%) (99%) (106%) (90%) (101%)

製材工場取扱量

地域 項目

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

北海道計 数量（m3） 24,160 13,278 18,865 19,621 16,252 27,136 20,268 20,120 18,920 21,876 20,453 18,873 60,387 45,648 45,339 54,504 42,025 50,127
5社 前年同月比 (81%) (122%) (144%) (108%) (102%) (100%) (90%) (92%) (111%)

東北計 数量（m3） 9,588 10,816 5,890 12,141 9,557 7,236 10,820 8,011 7,224 12,619 12,234 8,908 23,333 22,439 21,105 20,259 11,823 10,150
3社 前年同月比 (127%) (88%) (123%) (117%) (153%) (123%) (87%) (53%) (48%)

関東計 数量（m3） 9,100 11,800 13,300 12,300 12,800 16,300 8,900 9,300 9,320 12,400 12,060 12,700 6,500 7,680 9,900 8,100 6,800 10,200
3社 前年同月比 (135%) (108%) (123%) (139%) (130%) (136%) (125%) (89%) (103%)

東海北陸計 数量（m3） 2,088 2,110 2,455 1,240 2,852 3,091 2,939 2,463 2,247 2,842 2,723 2,538 9,940 9,407 9,608 9,070 8,008 8,546
2社 前年同月比 (59%) (135%) (126%) (97%) (111%) (113%) (91%) (85%) (89%)

近畿計 数量（m3） 1,497 3,713 1,893 1,988 2,896 2,709 2,845 2,301 3,006 4,149 3,230 3,167 1,341 2,514 1,402 1,574 536 78
1社 前年同月比 (133%) (78%) (143%) (146%) (140%) (105%) (117%) (21%) (6%)

中国計 数量（m3） 18,153 24,388 23,838 21,885 27,009 25,136 18,890 19,620 18,060 20,542 20,628 20,194 7,680 11,623 13,445 13,631 9,852 10,436
7社 前年同月比 (121%) (111%) (105%) (109%) (105%) (112%) (177%) (85%) (78%)

四国計 数量（m3） 10,455 20,562 15,798 12,663 16,808 17,101 15,624 15,116 14,931 16,193 17,835 16,353 16,937 21,844 22,721 21,264 15,791 16,539
5社 前年同月比 (121%) (82%) (108%) (104%) (118%) (110%) (126%) (72%) (73%)

九州計 数量（m3） 37,519 62,548 53,930 44,888 60,459 59,468 49,250 58,880 57,566 61,600 61,570 59,718 46,827 48,877 50,519 49,352 38,543 46,266
12社 前年同月比 (120%) (97%) (110%) (125%) (105%) (104%) (105%) (79%) (92%)

数量（m3） 112,560 149,215 135,969 126,726 148,633 158,177 129,536 135,811 131,274 152,221 150,733 142,451 172,945 170,032 174,039 177,754 133,378 152,342
前年同月比 (113%) (100%) (116%) (118%) (111%) (109%) (103%) (78%) (88%)

合板工場取扱量

地域 項目

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

東日本計 数量（m3） 94,674 118,358 130,840 138,749 125,369 122,905 102,823 119,509 108,631 140,833 135,494 117,784 137,049 95,740 117,677 106,016 91,116 85,995

5社
（東海北陸以

前年同月比 (147%) (106%) (94%) (137%) (113%) (108%) (77%) (95%) (73%)

西日本計 数量（m3） 55,743 62,589 59,012 57,800 62,394 55,211 60,192 63,210 55,028 66,621 65,579 55,326 56,054 45,157 48,742 56,449 34,010 33,895

6社
（近畿以西）

前年同月比 (104%) (100%) (94%) (111%) (104%) (101%) (101%) (75%) (70%)

数量（m3） 150,417 180,947 189,852 196,549 187,763 178,116 163,015 182,719 163,659 207,454 201,073 173,110 193,103 140,897 166,419 162,465 125,126 119,890

前年同月比 (131%) (104%) (94%) (127%) (110%) (106%) (84%) (89%) (72%)

84% 60%

75%計 123% 93% 106% 90% 80%

78% 84%

109% 102% 98%

132% 89% 111% 90%

91%

2012年 2013年

80%

入荷量 使用量 在庫量
2012年 2013年

96% 99%計 127% 121% 103%

2012年 2013年

155% 134%

174% 134% 96% 106%

163% 74%

118% 98% 106% 86%

132% 76%

146% 20%

133% 119%

187% 141% 93% 77%

100% 99%

109% 240% 80% 93%

93% 54%

138% 118% 105% 100%

96% 91%

135% 105%

75% 85%

87% 69%

67% 111% 96% 90%

70% 84%

在庫量
2012年 2013年 2012年 2013年 2012年 2013年

137% 136% 137%

入荷量 使用量

120%

136%

計 131% 119% 134%

125% 76% 125% 76%

192% 82% 192% 82%

149% 143% 154% 143%

129% 115% 158% 116%

106% 133% 89% 132%

106% 97% 101% 104%

116%

出品量 落札量
2012年 2013年 2012年 2013年

81% 103%計 115% 159% 91%

121% 101%

100% 87%

69% 132%

121% 101%

69% 132%

262% 157%262% 157%

100% 87%

71% 85%

65% 88%

58% 0%

71% 85%

58% 114%

407% 93%407% 93%

65% 88%

109% 104%

141% 173%

114% 109%

109% 104%

114% 109%
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140% 172%

126% 169% 108% 74%

144% 183%

国有林 民有林 民国合計
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資料2-3
2014年度　　国産材市況変動分析調査集計結果（木材流通検討会）

国有林（立木販売）

森林管理局 項目

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

北海道 数量（m3） 41,311 60,655 10,309 52,960 31,214 32,868 6,618 7,563 3,480 8,637 4,983 8,737
前年同月比 (128%) (51%) (319%) (131%) (66%) (251%)

東北 数量（m3） 8,418 8,922 3,303 11,374 9,867 13,293 3,988 2,817 1,141 5,488 4,753 2,310
前年同月比 (135%) (111%) (402%) (138%) (169%) (202%)

関東 数量（m3） 8,061 10,795 9,392 22,875 10,663 3,574 149 697 1,159 1,784 1,230 143
前年同月比 (284%) (99%) (38%) (1197%) (176%) (12%)

中部 数量（m3） 775 2,810 35 1,715 204 261 220 347 77 456 114 6
前年同月比 (221%) (7%) (746%) (207%) (33%) (8%)

近畿中国 数量（m3） 804 584 42 1583 46 105 36 96 19 131 48 42
前年同月比 (197%) (8%) (250%) (364%) (50%) (221%)

四国 数量（m3） 1,610 63 28 623 39 99 137 159 1 81 35 97
前年同月比 (39%) (62%) (354%) (59%) (22%) (9700%)

九州 数量（m3） 13,733 13,587 9,549 22,901 12,182 18,517 1,715 1,324 936 2,694 2,263 686
前年同月比 (167%) (90%) (194%) (157%) (171%) (73%)

数量（m3） 74,712 97,416 32,658 114,031 64,215 68,717 12,863 13,003 6,813 19,271 13,426 12,021
前年同月比 (153%) (66%) (210%) (150%) (103%) (176%)

国有林（委託販売）

森林管理局 項目

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

北海道 数量（m3） 11,165 35,868 23,807 15,534 33,338 32,957 2,957 14,243 4,666 2,348 5,661 7,060
前年同月比 (139%) (93%) (138%) (79%) (40%) (151%)

東北 数量（m3） 20,426 66,423 40,449 24,397 56,581 47,154 1,236 5,185 1,896 1,348 2,480 2,179
前年同月比 (119%) (85%) (117%) (109%) (48%) (115%)

関東 数量（m3） 10,600 22,286 17,944 8,335 22,429 21,819 3 0 1 7 4 3
前年同月比 (79%) (101%) (122%) (233%) (300%)

中部 数量（m3） 5,666 4,279 3,164 4,615 6,547 6,185 33 95 10 14 94 75
前年同月比 (81%) (153%) (195%) (42%) (99%) (750%)

近畿中国 数量（m3） 5,544 14,190 10,734 4,249 10,796 7,160 0 2 1 0 3 5
前年同月比 (77%) (76%) (67%) (150%) (500%)

四国 数量（m3） 7,050 15,186 11,585 8,663 13,437 11,129 0 0 0 0 0 0
前年同月比 (123%) (88%) (96%)

九州 数量（m3） 900 309 490 518 1,287 1,602 0 0 0 0 0 0
前年同月比 (58%) (417%) (327%)

数量（m3） 61,351 158,541 108,173 66,311 144,415 128,006 4,229 19,525 6,574 3,717 8,242 9,322
前年同月比 (108%) (91%) (118%) (88%) (42%) (142%)

国有林（システム販売）

森林管理局 項目

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

北海道 数量（m3） 9,799 18,114 12,837 8,754 48,310 33,467 538 1,696 2,337 700 5,063 7,234
前年同月比 (89%) (267%) (261%) (130%) (299%) (310%)

東北 数量（m3） 23,388 79,221 39,953 0 73,495 42,221 392 1,004 733 0 3,019 1,186
前年同月比 (0%) (93%) (106%) (0%) (301%) (162%)

関東 数量（m3） 2,566 19,743 12,036 5,377 17,368 19,125 29 680 158 32 231 320
前年同月比 (210%) (88%) (159%) (110%) (34%) (203%)

中部 数量（m3） 12,286 21,294 13,092 19,494 21,293 20,542 508 755 690 430 1,512 1,344
前年同月比 (159%) (100%) (157%) (85%) (200%) (195%)

近畿中国 数量（m3） 1,153 3,646 6,850 0 3,626 1,536 0 0 19 0 0 0
前年同月比 (0%) (99%) (22%) (0%)

四国 数量（m3） 4,216 10,047 6,269 3,895 8,225 7,483 0 0 0 0 0 0
前年同月比 (92%) (82%) (119%)

九州 数量（m3） 24,852 47,156 14,015 24,012 51,018 22,859 0 0 0 0 0 0
前年同月比 (97%) (108%) (163%)

数量（m3） 78,260 199,221 105,052 61,532 223,335 147,233 1,467 4,135 3,937 1,162 9,825 10,084
前年同月比 (79%) (112%) (140%) (79%) (238%) (256%)

国有林計

森林管理局 項目

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

7月 11月 12月
11・12月

平均
7月比

北海道 数量（m3） 62,275 114,637 46,953 77,248 112,862 99,292 10,113 23,502 10,483 11,685 15,707 23,031
前年同月比 (124%) (98%) (211%) (116%) (67%) (220%)

東北 数量（m3） 52,232 154,566 83,705 35,771 139,943 102,668 5,616 9,006 3,770 6,836 10,252 5,675
前年同月比 (68%) (91%) (123%) (122%) (114%) (151%)

関東 数量（m3） 21,227 52,824 39,372 36,587 50,460 44,518 181 1,377 1,318 1,823 1,465 466
前年同月比 (172%) (96%) (113%) (1007%) (106%) (35%)

中部 数量（m3） 18,727 28,383 16,291 25,824 28,044 26,988 761 1,197 777 900 1,720 1,425
前年同月比 (138%) (99%) (166%) (118%) (144%) (183%)

近畿中国 数量（m3） 7,501 18,420 17,626 5,832 14,468 8,801 36 98 39 131 51 47
前年同月比 (78%) (79%) (50%) (364%) (52%) (121%)

四国 数量（m3） 12,876 25,296 17,882 13,181 21,701 18,711 137 159 1 81 35 97
前年同月比 (102%) (86%) (105%) (59%) (22%) (9700%)

九州 数量（m3） 39,485 61,052 24,054 47,431 64,487 42,978 1,715 1,324 936 2,694 2,263 686
前年同月比 (120%) (106%) (179%) (157%) (171%) (73%)

数量（m3） 214,323 455,178 245,883 241,874 431,965 343,956 18,559 36,663 17,324 24,150 31,493 31,427
前年同月比 (113%) (95%) (140%) (130%) (86%) (181%)

計 164% 160% 145% 130%

168% 153% 58% 81%

108% 113% 66% 55%

119% 107% 130% 175%

240% 199% 190% 37%

228% 339% 114% 116%

217% 130% 744% 53%

2012年 2013年 2012年 2013年

130% 137% 168% 166%

計 194% 301% 275% 857%

針葉樹 広葉樹

194% 202%

123% 154%

861%

140% 107% 142% 332%

455%

針葉樹 広葉樹
2012年 2013年 2012年 2013年

190%

計 217% 205%

44% 279%

66% 138%

271%

2012年 2013年

309% 236%

2013年

267% 213% 320%

針葉樹 広葉樹
2012年 2013年 2012年 2013年

86% 61% 83% 79%

73% 102% 50% 64%

125% 31% 623% 38%

184% 14% 96% 13%

39% 5% 160% 34%

3% 11% 58% 81%

84% 67% 66% 55%

262% 213% 286% 173%

広葉樹

1445%

計 87% 58% 77%

159%

255% 222%

2012年

619% 339%

225% 211%

190% 142%

604%

針葉樹

66%

158% 467% 375% 878%

265% 17% 50%
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